
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかじま ぶざん 1829～1911 

 中島撫山は、儒者亀田鵬斎の門流で明治最後の儒者と目され

た第一人者である。また『李陵』や『山月記』などの作品を残

した作家中島敦の祖父に当たる人である。幕末から明治にかけ

て、漢学と国学を教えた学者であり皇漢学者と言われた人であ

る。 

撫山は、文政 12 年（1829）に江戸日本橋（現在の中央区堀

留町）の商家中島清右衛門の長男として生まれた。幕末から明

治の動乱の江戸を嫌い、明治 2(1869)年 12月に現在の久喜市に

移り住んだ。そして、同 6年に現在の久喜市久喜中央に私塾の

幸魂教舎（さきたまきょうしゃ）を開き、この地方の若者達に名誉

や利益を求めず、時流に迎合することなく、人としての道を教

え、塾生を熱愛しその訓育を生涯の仕事とした。明治４４年に

８３才で亡くなるまでにこの地方の若者達千数百人を教育し、

白岡市域にも３７名の塾生がいた。 

 市内にある記念碑は、種類は碑石（記念碑）が４基と墓誌が

５基建立されている。また、三男竦（しょう）が撰文した碑石が

白岡八幡神社境内に存在している。市域に存在する撫山の記念

碑数は、久喜市に次いで多い。そして、この地域で中島撫山が

撰文した最初と最後の碑石が当市にあるのが特徴である。 

 最初のものは、明治５年（1872）建立の岡泉観音堂「百体庚

申之碑」である。これには、百体の「庚申」という文字が全て

異なる書体で書かれたことが記されている。 

最後のものは、明治４３年（1910）に建立された白岡駅西口

の「新設白岡車站之記」である。この碑文には、白岡駅が出来

たことにより白岡八幡神社にお参りに行きやすくなったこと、

白岡の産物を輸送するのに大変便利になったこと、しかし交通

の便が良くなったので色々な人が入り込み風俗が乱れるので

注意する様にとのことが記されている。 

なお、碑ではないが白岡八幡神社に奉納されている田宮流神

田道場の扁額も撫山によるものなので紹介する。 

 白岡市は幸魂教舎のある久喜市に近いので、撫山が撰文した

碑石・墓誌・掲額・書跡などが数多く残っていることがわかっ

ていた。しかし、碑文などの内容の解読や意訳についての詳細

については未調査であった。そこで、平成 24年 10月の白岡市

制施行記念事業として、教育委員会は白岡市内に伝わる中島撫

山の作品を専門的な見地からの解読を早稲田大学名誉教授村

山 廣（むらやま よしひろ）先生に依頼して訓読して語訳を付け

ていただき『中島撫山と白岡』の冊子を刊行した。 

 観光協会では、今回その作品のなかから撰文関連碑につい

て、その所在地とその建立経緯などを掲載したリーフレットを

作成した。なお、解説文の作成にあたっては、上記冊子を参考

とした。このリーフレットを市内外の中島撫山ファンの皆様に

利用していただければ幸いである。 

写真提供：久喜市公文書館 



 

 

 

 

 

 

 

 旧い友人である新井和卿がかつて岡泉の村民の求めに応じて書

いた「庚申」の文字百体を石に彫るに当たり、撫山がこれを検分し

て改めて刻字させたもの。和卿は鹿室(かなむろ)村(旧岩槻市・現さい

たま市岩槻区)の人、父稲亭(とうてい)は亀田綾瀬門人で撫山と同門。

安政 6年(1859)に稲亭が没し、和卿がその跡を継ぎ、鹿室で家塾を

開いていたが、和卿も慶応 2 年(1866)7 月、37 歳で没している。

号は桐蔭(とういん)。『演孔堂詩文』上冊には「祭新井和卿文」(新井

和卿を祭るの文)が収められている。碑陽はもと桐蔭の手蹟で「庚

申」の文字を百体に書き分けたもの。 

 白岡八幡社の前殿を修復

した折の記念碑。200 日を

かけ職人 1000 余人が働き

費用 700円で完成。計画に

従事した者 22 人の姓名が

碑文に記されている。撰文

並びに書は撫山の三男中島

竦(しょう)。 

明治 37、38 年の日露戦争は日本を危急存亡の

瀬戸際に追い詰めた戦いであった。下大崎地区で

は丁壮 14 名が従軍して幸いにして身命を全うし

て凱旋した。村人はこの盛事を記念して後世に伝

えるため、住吉神社境内に「紀功の碑」を建てた。

撰文は亀田雲鵬、書は中島撫山、篆額は元帥大山

巖。紀年は明治 39 年 8 月。雲鵬は名は英、亀田

鶯谷の子、撫山と親交があった。文は古文に則り

難句・難字が多い。 

 この碑は『演孔堂詩文』下巻末に収めら

れ「江原寛行超俗碑」と題されている。碑文

は篆額に「超俗」の二文字を刻む。この二文

字は亀田雲鵬による。雲鵬は亀田鶯谷の遺児

で、明治の漢学者。撫山と親交があった。 

 墓碑の江原善兵衛は名は寛行。荒井新田の

人。区長・村長を経て県会議員もつとめた。

地区にあって荒川堤の改修に尽力した。明治

35年 10月 22日卒。52歳。中島撫山門人。 

 日露戦争(明治 37 年)

で熱疫に罹り命を失っ

た陸軍輜重輸卒(しちょうゆ

そつ)廿野(つづの)儀一郎を

悼み建てられたもの。年

24 歳。葬儀は村葬で挙

行。題額に「報国」の二

文字を刻む。撰文は中島

撫山。 

 白岡八幡宮への奉納扁額の一

つ。田宮流抜刀術師範神田秀親が

奉納したもの。「象剣」は木剣の意。

額の上部に大小刀を納め、その下

に撫山の撰文により奉納の趣意を

記す。その下には流祖林崎重信以

下神田秀親に至る流派継承者氏

名、ついで宮内翁助以下 20名の秀

親門弟を列記。 

 陸軍砲兵二等卒として出

征した荒井新田の江原信一は

台湾騒乱の征役に従い、極熱

のため病魔に侵され、明治 31

年 6月 2日、陣歿した。23歳

であった。釈迦堂の側の墓上

に建てられた墓碑は撰文・署

額ともに中島撫山に依る。 

 荒井新田の名家江原善兵衛

の弟、保男の墓銘。一種の自由

人であったらしい。保男は撫山

に漢学を習った後、東京に出て

法律学を修めたが、特定の業に

従うこともなく、関西・中部の

各地に数年を過ごした後、「ほ

うそう」を病んで東京で急死し

た。年 33歳。 

 市内小久喜ＪＲ白岡駅西口前に建つ。旧国鉄白岡駅は明治 43年 2月 11日開業。設置については

当時の日勝・篠津両村長をはじめ近隣各村も協力して当局に陳情。有志者も醵金し敷地を提供して

実現に努力した。碑はこのようにして実現した新駅を慶賀するために、そのいきさつを詳記。撰文

並びに書は撫山。篆額は亀田雲鵬。雲鵬は亀田鶯谷の遺児で漢学者。建碑の年月日は明治 43 年 5

月。碑名にある「車站」は英語の station の中国訳に由来。撫山の撰文はまず駅の新設により白岡

八幡神社に参拝に訪れる人々に多大の便利となること、次に周辺地域の物流に大いに役立つことを

言い、これを「裕国便民」(国を裕かにし、民を便ならしめる)の善事だと賛え、最後に駅の開業に

より外部から奢りの風が入り、土地の人々の淳樸の美が衰えることを危惧する言を加えている。碑

陰には駅建設のために寄付した人々の氏名を列記する。 

 「柴山伏越」は白岡市柴山と蓮田市上平野地内の見

沼代用水が元荒川と交差する地点に設けられたもので、

見沼代用水が元荒川の下を通水するので「伏越」という。

享保 13 年(1728)に徳川吉宗の命により幕府の御勘定吟

味役格井澤弥惣兵衛為永の設置したものである。 

 しかしその後、修繕と伏替のため毎回多額の費用がか

かり問題となっていた。明治 20年、当時の埼玉県知事

吉田清英が発案して、地元及び当時の東京府足立区と県

当局の資金により煉瓦造りへの改造を行った。 

 日露戦争で明治 37

年 11 月 14 日に戦病死

した陸軍工兵一等卒進

藤久八の墓銘。久八は

年 23歳。葬儀は村葬で

挙行。篆額の文字は撫

山。 


